
◉
八
峰
町
長
表
彰

【
５
年
精
勤
章
】

　
本
部
分
団
　
団
　
　
員
　
川
尻
　
正
宗

　
第
１
分
団
　
班
　
　
長
　
田
村
　
正
樹

　
第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
千
葉
　
陽
太

　
第
13
分
団
　
団
　
　
員
　
阿
部
　
義
輝

　
第
14
分
団
　
団
　
　
員
　
大
橋
　
正
憲

　
第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
須
藤
　
純
樹

　
第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
菊
地
　
海
翔

【
３
年
精
勤
章
】

　
本
部
分
団
　
団
　
　
員
　
吉
田
　
真
己

　
第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
笠
原
　
猛
直

　
第
６
分
団
　
団
　
　
員
　
金
平
　
大
樹

　
第
９
分
団
　
団
　
　
員
　
木
村
　
高
雄

　
第
12
分
団
　
団
　
　
員
　
阿
部
　
聖
輝

【
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
）】

　
本
部
分
団
　
副
分
団
長
　
堀
内
　
和
人

　
第
８
分
団
　
分
団
長
　
佐
藤
　
正
孝

　
第
８
分
団
　
班
　
　
長
　
藤
嶋
　
　
誠

　
第
12
分
団
　
班
　
　
長
　
山
本
　
　
実

　
第
13
分
団
　
分
団
長
　
藤
田
　
　
章

　
第
14
分
団
　
副
分
団
長
　
後
藤
　
　
学

【
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
）】

　
第
５
分
団
　
班
　
　
長
　
米
森
　
貞
信

　
第
６
分
団
　
班
　
　
長
　
金
平
　
康
弘

　
第
10
分
団
　
団
　
　
員
　
工
藤
　
欽
也

　
第
13
分
団
　
班
　
　
長
　
庄
内
　
達
也

◉
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章（
10
年
勤
続
）】

　
第
５
分
団
　
団
　
　
員
　
芳
平
　
裕
太

　
第
５
分
団
　
団
　
　
員
　
高
木
　
龍
治

　
第
７
分
団
　
班
　
　
長
　
本
多
　
将
紀

　
第
７
分
団
　
団
　
　
員
　
本
多
　
大
輔

　
第
８
分
団
　
団
　
　
員
　
武
田
　
晴
美

　
第
13
分
団
　
団
　
　
員
　
山
本
　
太
志

　
第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
菊
地
　
文
仁

◉
秋
田
県
消
防
協
会

　能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章（
７
年
以
上
）】

　
本
部
分
団
　
団
　
　
員
　
芳
平
　
磨
委

　
本
部
分
団
　
団
　
　
員
　
川
村
　
忠
寛

　
第
１
分
団
　
団
　
　
員
　
笹
本
　
郁
生

　
第
５
分
団
　
団
　
　
員
　
伊
勢
　
康
介

　
第
９
分
団
　
団
　
　
員
　
石
崎
　
和
志

　
第
10
分
団
　
団
　
　
員
　
大
黒
　
一
夫

　
第
11
分
団
　
団
　
　
員
　
奈
良
　
幸
紀

　
第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
渡
部
　
正
寛

　
第
15
分
団
　
団
　
　
員
　
岩
城
　
　
駿

　
１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、

町
内
16
分
団
の
団
員
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
秋
田
銀
行
八
森
支
店

前
で
分
列
行
進
を
行
い
、
町
長
ら
の
観
閲
を
受

け
た
後
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ガ
ス
で
行

わ
れ
た
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、

消
防
団
員
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
な
ど
に

表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代

表
し
、
第
５
分
団
の
分
団
長
、
米
森
悦
浩
さ
ん

が
感
謝
の
意
を
述
べ
、
今
後
も
郷
土
愛
の
精
神

で
、
地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

◉
秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

　
第
５
分
団
　
分
団
長
　
米
森
　
悦
浩

　
第
14
分
団
　
班
　
　
長
　
工
藤
　
昭
人

　
第
15
分
団
　
分
団
長
　
金
谷
　
富
蔵

【
永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
）】

　
第
９
分
団
　
副
分
団
長
　
本
庄
　
尚
哉

　
第
12
分
団
　
分
団
長
　
畠
山
　
正
夫

【
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
）】

　
第
６
分
団
　
分
団
長
　
金
平
　
政
巳

　
第
10
分
団
　
班
　
　
長
　
堀
内
　
一
美

　
第
10
分
団
　
団
　
　
員
　
山
内
　
則
彦

　
第
14
分
団
　
班
　
　
長
　
工
藤
　
昭
人

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）

八
峰
町

消
防
出
初
式

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

穏
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
町

行
政
に
深
い
理
解
と
協
力
を
賜
り
、

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
能
登
半
島

地
震
」
が
あ
っ
た
ほ
か
、
県
内
で
は
、

３
年
連
続
と
な
る
大
雨
被
害
が
発
生

す
る
な
ど
、
ま
た
し
て
も
自
然
災
害

の
多
い
一
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
一
方
、
本
町
に
お
い
て
は
、
大
き

な
災
害
も
な
く
、
基
幹
産
業
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
農
業
に
つ
い
て
は
、
無

事
に
出
来
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
米
に
つ
い
て
は
、
一

昨
年
に
比
べ
て
高
値
で
取
引
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
農
家
の
皆
様
に
と

っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
少
し

だ
け
報
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
も
う
一
つ
の
基

幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
つ
い
て
は
、

町
の
魚
で
あ
り
ま
す
「
ハ
タ
ハ
タ
」

が
記
録
的
な
不
漁
と
な
り
、
町
民
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
秋
田
県
民
が
寂

し
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
近
年
は
、
気
候
変
動
や
温
暖
化
を

起
因
と
し
た
自
然
災
害
等
が
全
国
的

に
も
頻
発
化
、
激
甚
化
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
度
の
「
ハ
タ
ハ
タ
」
の

不
漁
も
、
こ
う
し
た
要
因
の
一
つ
で

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
強
く
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
ま
も
な
く
新
年
度
の
予
算

編
成
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
町
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

豪
雨
災
害
の
復
旧
関
連
事
業
も
あ
り
、

合
併
後
最
大
と
な
る
５
億
８
千
万
円

の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
は
、
能
代
山

本
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
実
施
し
て

い
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事

業
へ
の
負
担
金
が
大
幅
な
増
額
に
な

る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

他
事
業
に
お
け
る
歳
出
の
削
減
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
の
最
重
要
課
題
で
あ

り
ま
す
人
口
減
少
や
少
子
化
は
着
実

に
進
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
課
題
へ

の
取
り
組
み
も
加
速
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
新
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、
町
の
貯
金
で
あ
る

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
最
小

限
に
抑
え
つ
つ
、
事
務
事
業
の
見
直

し
を
徹
底
し
て
行
う
と
と
も
に
、
新

規
事
業
を
実
施
す
る
場
合
で
あ
っ
て

も
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

を
進
め
て
財
源
を
生
み
出
し
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
気
候
変
動
や
社
会

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
固
定
観
念
や
既
成
概
念
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
町
の
発
展
に
向

け
て
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様

か
ら
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
素
晴
ら
し

い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

2025年の新春を迎えて
八峰町長  堀内　満也
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